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これからもお二人そろってお幸せに！
幾多の苦難と幸せを二人で分かち合い、半世紀を共に連れ添われた

15組のご夫婦が金婚表彰を受けられました。（詳しい内容は9ページに記載）
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特 集特 集

村
長
就
任
挨
拶

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
む
ら
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
数
々

の
激
励
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
村
政
の
舵

取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
課
せ

ら
れ
た
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す

る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
４
年

間
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、
力
の
限
り
そ
の
職
責

を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
人
が
苦
労
し
て
築
か
れ
て
き

た
郷
土
山
江
村
。
こ
れ
ま
で
歴
代

村
長
が
時
代
の
先
見
性
と
開
拓
精

神
を
も
っ
て
、
む
ら
づ
く
り
に
邁

進
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深
い
感

謝
と
敬
意
を
表
し
な
が
ら
、
良
い

も
の
は
継
続
し
、
変
え
る
べ
き
も

の
は
大
胆
に
変
え
る
勇
気
を
持
ち
、

新
し
い
創
造
を
実
現
す
る
前
向
き

な
村
政
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
山
江
村
の
自

然
や
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
風
習

を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
村
民
誰

も
が
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
。
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え

る
山
江
村
、
そ
し
て
将
来
に
夢
持

て
る
、
希
望
の
持
て
る
山
江
村
、

明
日
へ
つ
な
が
る
元
気
な
山
江
村

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、

複
雑
、
多
様
化
す
る
福
祉
や
暮
ら

し
の
地
域
課
題
を
厳
し
い
財
政
状

況
の
下
で
、
自
己
責
任
・
自
己
決

山 

江 

村 

長 　

横　

谷　
　
　

巡



特 集特 集

５
項
目
31
の
事
項
と
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
５
項
目
が
基
本
政
策
で
あ

り
ま
す
。

一
、
健
全
な
財
政
の
確
立

二
、
活
力
あ
る
農
林
業
の
振
興

三
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の

推
進

四
、
教
育
、
子
育
て
支
援
の

充
実

五
、
将
来
を
見
据
え
た
広
域

行
政
の
推
進

　

最
後
に
職
員
の
意
識
改
革
で
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り

し
た
税
金
を
い
か
に
効
率
よ
く
活

用
し
、
い
か
に
住
民
の
皆
様
に
満

足
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

住
民
本
位
、
村
民
が
主
役
の
村
政

を
実
現
す
る
。

　

そ
れ
は
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
業
と

し
て
行
政
を
捉
え
な
お
す
こ
と
で

あ
り
ま
す
。「
村
民
の
皆
様
が
お
客

様
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
意
識
改

革
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
職
員
の
勤
務
心
得
と
し
て

「
場
を
清
め
、
時
を
守
り
、
礼
を
正

定
に
よ
り
解
決
で
き
、
創
造
性
に

富
ん
だ
力
強
い
行
政
運
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
元
来
、
自
治
体
は
継

続
継
承
を
前
提
に
運
営
さ
れ
て
い

く
も
の
で
す
が
、
必
要
に
応
じ
て

改
め
る
べ
き
は
改
め
、
新
た
な
視

点
で
課
題
に
対
応
し
そ
し
て
将
来

に
備
え
る
政
策
を
推
し
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
財
政
政
策
に
よ
る
疲
弊
、

高
齢
・
少
子
化
が
進
行
し
人
口
が

減
少
す
る
中
、
ま
ち
・
む
ら
づ
く

り
に
困
窮
し
て
い
る
の
が
多
く
の

自
治
体
の
実
状
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
認
識
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
村
外
発
信
型
と
行
政

主
導
の
村
政
か
ら
、「
真
に
村
民
が

求
め
て
い
る
も
の
は
何
か
」
変
革

の
時
代
に
必
要
な
諸
政
策
を
十
分

見
定
め
た
住
民
主
導
へ
の
チ
ェ
ン

ジ
、
私
の
考
え
る
「
村
政
刷
新
」

に
政
策
転
換
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
選
挙
期
間
中
、
村
内
を
き

め
細
か
く
め
ぐ
っ
て
集
め
た
声
を

踏
ま
え
て
つ
く
り
ま
し
た
公
約
は
、
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す
」
こ
の
標
語
を
徹
底
し
、
ま
ず
、

あ
い
さ
つ
は
何
よ
り
も
重
要
だ
と

思
い
、
具
体
的
行
動
と
し
て
、
職

員
同
士
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
す

べ
て
の
来
庁
者
に
対
し
て
あ
い
さ

つ
を
す
る
。
心
の
こ
も
っ
た
対
応

を
心
が
け
る
。
訪
れ
る
人
に
憩
い

と
安
ら
ぎ
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、

ゴ
ミ
拾
い
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

行
い
、
役
場
周
辺
の
環
境
美
化
に

つ
と
め
る
。

　

こ
の
こ
と
を
足
掛
か
り
に
役
場

を
村
民
と
の
協
働
（
立
場
の
違
う

者
が
同
じ
目
的
の
た
め
に
協
力
し

て
働
く
こ
と
の
意
）
を
進
め
る
た

め
の
誇
れ
る
職
場
に
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。「
笑
顔
あ
ふ
れ

る
む
ら
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
村
政
を
で
き
る
も
の

は
早
く
、
時
間
を
要
す
る
も
の
は

じ
っ
く
り
と
取
り
組
み
、
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村

民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
村

長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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平成21年度山江村の決算の概要平成21年度山江村の決算の概要
平成21年度一般会計歳入合計は

37億7,442万5,726円
平成21年度一般会計歳出合計は

36億49万721円
歳　入

歳　入

歳　出

歳　出歳　出

歳　入　科　目
197,609,935
30,078,850
42,867,967
28,374,323
60,382,486
184,494,007
18,813,463
39,952,347
697,000
162,000
72,000

8,399,000
5,908,000

1,515,835,000
1,101,000
27,239,000
722,232,314
197,520,034

487,000
692,200,000

3,774,425,726

5.24
0.80
1.14
0.75
1.60
4.89
0.50
1.06
0.02
0.00
0.00
0.22
0.16
40.16
0.03
0.72
19.13
5.23
0.01
18.34
100.00

決　算　額（円） 割合（％）
△ 6.4
△ 0.6
△ 1.7
9.7

△ 39.7
48.6

△ 36.6
△ 6.1
△ 19.6
△ 10.0

5.9
△ 35.1
50.4
1.8
5.1
5.1

139.8
10.1

△ 65.7
163.9
30.8

前年度比 分　類

自主財源

依存財源

̶̶

歳　出　科　目
51,870,949

1,381,527,675
488,389,012
326,967,036
356,280,394
46,295,742
317,187,545
99,537,719
183,705,207
3,732,472

344,996,970
3,600,490,721

1.44
38.37
13.56
9.08
9.90
1.29
8.81
2.77
5.10
0.10
9.58

100.00

決　算　額（円） 割合（％）
△ 1.0
138.6
△ 11.9
15.3
△ 7.3
265.6
60.7

△ 19.9
22.3

△ 85.2
2.3
33.3

前年度比

村 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
地方消費税交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
村 債
　 合 　 計 　

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
　 合 　 計 　

事　業　区　分
歳　　　　入 歳　　　　出

533,678,412
8,766,944

397,073,816
175,535,013
349,121,921
29,637,348

83.6
100.3
95.7
91.0
90.5
83.6
94.3
93.6
87.7
90.3

10.6
12.0
17.7
16.6
14.3
15.7
12.9
18.9
9.6
17.4

0.14
0.48
0.41
0.25
0.17
0.18
0.20
0.20
0.15
0.26

△ 1.2
△ 85.1
△ 24.0

1.7
4.6
0.3

決　算　額（円） 前年度比
国民健康保険事業
老人医療保健事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

山 江 村
人 吉 市
錦 町
多 良 木 町
湯 前 町
水 上 村
相 良 村
五 木 村
球 磨 村
あ さ ぎ り 町

３．近隣市町村の決算状況２．特別会計

１．一般会計

529,680,029
5,586,660

366,784,834
169,946,205
321,026,144
29,193,871

5.3
△ 89.6
△ 27.5

1.2
7.1
0.4

決　算　額（円）
市町村名 経常収支比率 実質公債費比率 財政力指数

前年度比

【経常収支比率】財政構造の弾力性（余裕）を示すものです。支出のうち人件費や物件費、公債費など、毎年度必ず支払う経費を
「経常的経費」といいます。また、村税や地方交付税など毎年常に収入される財源を「経常一般財源」といい、使
い道が自由な経常一般財源から経常的経費に充てられる割合を経常収支比率といいます。比率が低いほど自由に使
える資金が多いことになります。    

【実質公債費比率】市町村の規模にふさわしい標準的な一般財源の額を「標準財政規模」といい、これに対する公債費の割合を「実質
公債費比率」といいます。現在借りている借金が妥当かどうかを判断する数値になります。この数値が25％を超
えると村債の発行が制限されます。    

【 財 政 力 指 数 】地方公共団体の財政力を示す指数で、1に近くもしくは1を超えるほど財政に余裕があるとされます。   

村税
5.24％

自主財源自主財源
14.92％14.92％
自主財源
14.92％依存財源

85.08％

国庫支出金
19.13％

村債
18.34％

県支出金
5.23％

その他の内訳
　■地方譲与税
　■自動車取得税交付金
　■利子割交付金
　■地方特例交付金
　■配当割交付金
　■交通安全対策特別交付金
　■株式等譲渡所得割交付金
　■地方消費税交付金
　■寄附金

その他
2.22％

その他の内訳
　■分担金及び負担金
　■繰入金
　■使用料及び手数料
　■繰越金
　■財産収入
　■諸収入

その他
9.68％

総務費
38.37％

教育費
5.10％

土木費土木費
8.81％8.81％
土木費
8.81％

消防費
2.77％

災害復旧費
0.10％

公債費公債費
9.58％9.58％
公債費
9.58％

衛生費
9.08％

議会費
1.44％

民生費民生費
13.56％13.56％
民生費
13.56％

農林水産業費農林水産業費
9.90％9.90％
農林水産業費
9.90％

商工費
1.29％

地方交付税地方交付税
40.16％40.16％
地方交付税
40.16％

※本村以外は未公表のため、平成20年度決算（前年度）に基づく比率等になっております。
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１．公表の目的
　平成20年 4月に施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は、毎年
度、健全化判断比率等（財政の健全性を判断する指標）を算定し、監査委員の審査に付したうえで、議会に報
告するとともに、住民に対し公表することを義務付けられました。
　健全化判断比率の４指標のうち一つでも早期健全化基準を超えると、自主的な改善努力による早期健全化を
図らなければなりません。また、財政再生基準を一つでも超えると、国等の関与による確実な再生を進めなけ
ればなりません。
　資金不足比率は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定するもので、公営企業の健全度
がどの程度の水準であるか表します。資金不足比率が経営健全化基準を超えると、自主的な改善努力によって
早期健全化を図らなければなりません。

２．本村の財政状況（平成21年度決算）
　山江村の平成21年度の健全化判断比率の各数値は、早期健全化基準を大きく下回っており、財政状況は健
全な状態であると言えます。また、各公営企業会計の平成21年度資金不足比率も経営健全化基準を大きく下
回っています。
　（１）健全化判断比率

項目 ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率

この指標
で何がわ
かるの？

一般会計の実質赤字額
の標準財政規模に対す
る割合

村の全会計の実質赤字
額の標準財政規模に対
する割合

税収などの一般財源か
ら支出した公債費と実
質的な公債費の合算額
の標準財政規模に対す
る割合

一般会計が将来返済し
なければならない負債
の標準財政規模に対す
る割合

早期健全
基準 15.0％以上 20.0％以上 25.0％以上 350.0％以上

財政再生
基準 20.0％以上 40.0％以上 35.0％以上 ‐

山江村の
算定結果 ―（該当なし） ―（該当なし） 10.6％ 21.6％

（参考）
20年度 ―（該当なし） ―（該当なし） 10.6％ 24.2％

　　※赤字（不足額）がない場合（黒字の場合）は、「―（該当なし）」の表現としています。
　（２）資金不足比率

項　　　目 資金不足比率
この指標で何がわかるの？ 公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する割合
経営健全化基準 20.0％以上

山江村の算定結果 簡易水道事業 ―（該当なし）
農業集落排水事業 ―（該当なし）

　　※赤字（不足額）がない場合（黒字の場合）は、「―（該当なし）」の表現としています。

３．近隣市町村の状況

平成21年度　健全化判断比率及び資金不足比率を公表します

※本村以外は未公表のため、平成20年度決算（前年度）に基づく比率等になっております。
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海
山
交
流　

海
山
交
流　

対
馬
市
で
特
産
物
販
売

対
馬
市
で
特
産
物
販
売

物
産
館
「
ゆ
っ
く
り
」
山
田
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

物
産
館
「
ゆ
っ
く
り
」
山
田
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

安
全
な
夏
の
楽
し
み
に
向
け
て
！

安
全
な
夏
の
楽
し
み
に
向
け
て
！

〜
平
成

〜
平
成
2222
年
度
水
泳
教
室
開
催
〜

年
度
水
泳
教
室
開
催
〜

英
語
で
ク
ッ
キ
ン
グ
！

英
語
で
ク
ッ
キ
ン
グ
！

〜
夏
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室
〜

〜
夏
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室
〜

　

８
月
７
日
〜
８
日
に
長
崎
県
対
馬
市
で
開
催

さ
れ
た
日
韓
交
流
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ア
リ
ラ

ン
祭
り
」
で
山
江
村
特
産
物
の
販
売
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
21
年
10
月
31
日
に
山

江
村
と
対
馬
市
が
「
海
山
交
流
宣
言
」
を
交
わ

し
た
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
昨
年
は
、
物
産
館
「
ゆ
っ

く
り
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
対
馬

市
か
ら
多
く
の
人
を
迎
え
、
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
や
ほ
た
る
米
で
握
っ
た
交
流
寿
司
な
ど

多
彩
な
催
し
で
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
年
度
は
対
馬
で
の
山
江
村
特
産
物
販
売
の

足
掛
か
り
と
す
る
た
め
、
山
江
村
の
〝
走
る
産

業
遺
産
〞
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
「
マ
ロ
ン
号
」
に

特
産
物
を
乗
せ
、
対
馬
市
へ
初
め
て
海
を
渡
り

ま
し
た
。
厳
原
港
に
着
く
と
財
部
市
長
自
ら
の

出
迎
え
を
受
け
、「
山
江
村
コ
ー
ナ
ー
」
が
設

け
ら
れ
た
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
栗
ま
ん
じ

ゅ
う
や
栗
の
渋
皮
煮
、
ワ
サ
ビ
、
梨
な
ど
興
味

を
も
た
れ
、
テ
ン
ト
前
に
立
ち
止
ま
る
お
客
さ

ん
が
多
く
、
対
馬
市
の
方
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
展
示
も
行
い
ま
し
た

が
、
や
っ
ぱ
り
対
馬
市
で
も
珍
し
く
、
小
さ
い

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
方
が
、
暑
い
中

車
内
に
乗
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
と
注
目

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
情
報
交

換
し
な
が
ら
人
の
交

流
も
行
っ
て
い
き
、

歴
史
や
文
化
、自
然
、

産
業
を
互
い
に
尊
重

し
な
が
ら
、
多
面
的

な
交
流
を
進
め
、
互

い
の
地
域
の
活
性
化

や
課
題
解
決
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

山
江
村
物
産
館
「
ゆ
っ
く
り
」
山
田
店
が
８
月

１
日
（
日
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
品
揃
え
と
サ
ー
ビ
ス
で
、
村
民
の

方
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
営
業
さ
れ
ま
す
。

　

山
田
地
区
の
村
民
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
慣
れ
親

し
ま
れ
て
き
た
同
店
で
す
が
、
村
民
の
方
々
の
利
便

性
の
更
な
る
追
求
と
、
物
産
館
協
議
会
会
員
の
方
々

の
所
得
向
上
を
図
る
目
的
で
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
式
典
で
は
、

来
賓
方
の
挨
拶
の
あ
と
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
早
く
か
ら
駆
け
つ
け
た
買
物
客
も
一

緒
に
、
お
茶
に
よ
る
乾
杯
で
和
や
か
に
開
店
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
、
定
価
100

円
の
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
が
50
円
で
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、

限
定
100
個
の
特
製
栗
パ
ン
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
出
荷
者
の
方
々
か
ら
納
入
さ
れ
た
野
菜
も
店
内

を
埋
め
つ
く
す
ほ
ど
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
大
量
に
購

入
す
る
家
族
連
れ
や
、
賑
わ
い
に
つ
ら
れ
て
思
わ
ず

車
を
止
め
て
立
ち
寄
る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
陳
列
さ
れ
て
い
た
商
品
の
ほ
か
に
も
、

お
土
産
品
や
ギ
フ
ト
用
の
品
、「
王
道
楽
土
」
や
「
伝

助
ど
ん
」
な
ど
の
お
酒
類
も
新
た
に
入
荷
。
ま
た
、

出
荷
者
の
方
々
が
納

入
す
る
野
菜
の
ス
ペ

ー
ス
も
拡
大
さ
れ
て

お
り
、
商
店
と
物
産

館
、
直
売
所
と
い
っ

た
多
様
性
を
追
求
し

た
同
店
は
、
村
民
の

方
々
に
愛
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
さ
ら
に
親

し
ま
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

平
成
22
年
７
月
26
日
（
月
）、
夏
休
み
に
入
り
、

学
校
以
外
で
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
で

も
あ
り
、
ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
（
山
江
村
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と

子
ど
も
達
と
の
交
流
の
場
と
も
な
る
夏
休
み
子
ど
も

英
会
話
教
室
を
山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
30
名
の
参
加
が
あ
っ
た
今
回
の

教
室
で
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
の
企
画
で
「
英
語
で

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
達
と
た
く
さ
ん
交
流
し
た
い
！
」「
子
ど

も
達
に
英
語
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」
と
、
熱
い

思
い
で
開
か
れ
た
こ
の
教
室
で
は
、
ま
ず
子
ど
も
達

に
、
調
理
を
す
る
た
め
の
材
料
を
調
達
す
る
と
き
に
、

必
ず
使
う
英
語
「
Ｃ
ａ
ｎ
（
キ
ャ
ン
）　

Ｉ
（
ア
イ
）

　

ｈ
ａ
ｖ
ｅ
（
ハ
ヴ
）
〜
（
〜
を
く
だ
さ
い
）」
と
、

教
室
で
作
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
材
料
の
単
語
を
教

え
ら
れ
、
発
音
の
練
習
を
さ
れ
ま
し
た
。
材
料
調
達

は
１
〜
４
年
生
、
調
理
は
５
・
６
年
生
が
担
当
し
ま

し
た
。
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
後
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス

先
生
の
指
導
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
成
功
！

　

教
室
の
最
後
に
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
か
ら
参
加

し
た
子
ど
も
達
に

直
筆
の
終
了
証
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
覚
え

た
英
語
を
最
初
は

恥
ず
か
し
そ
う
に

使
っ
て
い
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
し

っ
か
り
声
を
出
し

て
受
け
答
え
す
る

様
子
が
伺
え
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
７
月
20
・
30
日
、
年
々
増
え
る
夏

休
み
の
水
難
事
故
防
止
と
、
村
内
小
学
生
児
童

の
泳
力
向
上
を
目
的
と
し
、
山
田
小
学
校
プ
ー

ル
に
お
い
て
、
体
育
協
会
水
泳
部
主
催
の
水
泳

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
体
育
協

会
水
泳
部
か
ら
毎
床
哲
哉
さ
ん
、
山
北
輝
雄
さ

ん
、
四
元
竜
一
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
37
名

の
児
童
た
ち
に
水
泳
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

初
級
コ
ー
ス
で
は
、
水
の
中
を
歩
く
こ
と
か

ら
始
め
、
ビ
ー
ト
板
を
使
っ
た
り
、
壁
を
蹴
っ

た
勢
い
だ
け
で
水
中
を
進
む
練
習
を
行
い
、
水

に
慣
れ
る
こ
と
を
中
心
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

　

上
級
コ
ー
ス
で
は
、
基
本
的
な
泳
ぎ
の
フ
ォ

ー
ム
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
自

分
の
得
意
な
泳

ぎ
を
練
習
し
、

先
生
の
泳
ぎ
を

見
な
が
ら
、
違

っ
た
泳
法
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
終
わ

り
に
行
っ
た
タ

イ
ム
ア
タ
ッ
ク

で
は
、
初
め
よ

り
も
１
秒
以
上

縮
め
た
児
童
も

い
て
、
講
師
の

先
生
も
驚
か
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。
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ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
d ed e
夜
市
が
開
催

夜
市
が
開
催

輝
け
！
第
二
の
人
生
！
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
に

輝
け
！
第
二
の
人
生
！
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
に

〜
第
１
回
山
江
村
高
齢
者
学
級
〜

〜
第
１
回
山
江
村
高
齢
者
学
級
〜

人
権
の
畑
を
耕
し
ま
し
よ
う
！

人
権
の
畑
を
耕
し
ま
し
よ
う
！

〜
平
成

〜
平
成
2222
年
度
下
球
磨
ブ
ロ
ッ
ク
人
権
教
育
研
究
協
議
会
社
会
教
育
部
会
研
修
会
〜

年
度
下
球
磨
ブ
ロ
ッ
ク
人
権
教
育
研
究
協
議
会
社
会
教
育
部
会
研
修
会
〜

　
「
ス
ロ
ー
な
ム
ラ
の
ス
ロ
ー
な
夜
市
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
、「
ゆ
っ
く
り
ｄ
ｅ
夜
市
」
が
８
月
22

日
（
日
）
午
後
４
時
よ
り
、
山
江
村
物
産
館
「
ゆ
っ

く
り
」
一
帯
で
開
か
れ
、
村
内
有
志
や
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
で
、
大
勢
の
家
族
連
れ

ら
が
夏
の
夜
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

連
日
の
う
だ
る
よ
う
な
夏
の
暑
さ
か
ら
開
放
さ

れ
、
少
し
で
も
涼
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
村
内
の
有
志
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、
物
産
館
に
よ
る
生
ビ

ー
ル
と
焼
酎
、
焼
き
鳥
、
鳥
の
モ
モ
焼
、
焼
き
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
を
販
売
。
昨
年
か
ら
海
山

交
流
を
行
っ
て
い
る
長
崎
県
対
馬
産
の
イ
カ
焼
き
も

販
売
さ
れ
、
詰
め
掛
け
た
家
族
連
れ
な
ど
が
、
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

物
産
館
隣
の
特
製
プ
ー
ル
で
は
、
ヤ
マ
メ
生
産
組

合
の
協
力
に
よ
り
、
ヤ
マ
メ
の
掴
み
取
り
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
、
ス
イ
ス
イ
と
逃
げ
る
ヤ
マ
メ
を
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
追
い
か
け
る
子
ど
も
の
姿
が
、
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ム
も
多
数
用
意
。〝
当
た
り
（
か
ら

し
入
り
）〞
が
あ
る
「
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
ロ
シ
ア

ン
ル
ー
レ
ッ
ト
や
、
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
大
会
、
さ
ら

に
昨
年
も
好
評
だ
っ
た
世
界
の
昆
虫
争
奪
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
に
は
、
大
勢
の
子
ど
も
達
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ

を
目
指
し
て
、
真
剣
に
勝

負
を
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　

辺
り
が
暗
く
な
る
頃
に

は
、
有
志
の
方
々
に
よ
る

ギ
タ
ー
と
ジ
ャ
ン
べ
の
演

奏
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
花
火
大

会
も
開
催
。
線
香
花
火
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す

家
族
連
れ
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
７
月
21
日
（
水
）、
山
江
村
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
、
今
年
度
最
初
の
高

齢
者
学
級
が
開
か
れ
、
健
康
に
つ
い
て
の
講
演

会
に
、
40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
運
動
あ
そ
び
で
健
や
か
に
〜

ス
ロ
ー
筋
ト
レ　

始
め
ま
し
ょ
う
〜
」
と
題

し
、
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
総
合
生
活
学
科
准

教
授
の
中
嶋
弘
二
先
生
を
お
招
き
し
て
、
健
康

維
持
の
た
め
の
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
し

て
い
る
か
を
調
べ
、
実
際
に
何
を
食
べ
た
か
を

書
き
出
し
て
み
る
「
１
日
の
食
品
摂
取
調
査
」

と
体
重
と
身
長
か
ら
算
出
し
て
体
脂
肪
率
を
調

べ
る
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」
を
測
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

運
動
器
症
候
群
か
ど
う
か
を
調
べ
る
診
断
法
で

あ
る
「
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
。
こ
の
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
次
に
あ
げ
る
５
項
目
の
う
ち

一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
「
運
動
器
症
候
群
」

に
該
当
し
、
す
ぐ
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
と

診
断
し
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
自
己
診
断
し
た
後
は
、
参
加

者
も
一
緒
に
ス
ロ
ー
筋
ト
レ
な
ど
を
し
て
、
日

常
生
活
だ
け
で
は
衰
え
て
い
く
筋
肉
も
鍛
え
る

体
力
づ
く
り
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
あ
と
４
回
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
を
通
し
、
た
く
さ
ん
の
方
と
の
出
会
い
と

楽
し
み
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
対
象
者
は
村
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
お
申

込
時
期
に
は
、
老
人
会
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
様
と
活
動
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
22
年
７
月
15
日
、
山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
下
球
磨
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
部

会
の
人
権
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の

は
山
江
村
、
球
磨
村
、
相
良
村
、
五
木
村
の
社
会
教

育
関
係
者
お
よ
そ
70
名
。

　
「
私
か
ら
創
め
る
！
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
と

題
し
、
上
益
城
教
育
事
務
所
い
じ
め
不
登
校
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
中
川
有
紀
先
生
を
お
招
き
し
て
、「
人
権

感
覚
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
「
学
ん
だ
こ
と
を
知
識
と
し
て
頭
の
中
に
し
ま
い

こ
ん
で
い
て
は
、
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
。
人
権
に

関
す
る
知
識
を
人
権
意
識
と
し
て
、
人
権
感
覚
を
豊

か
に
し
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
。」

　

と
い
う
中
川
先
生
の
講
演
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

聴
き
入
り
、
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
質
疑
に
は
、
青
年
団
所
属
の
参
加
者
か

ら
「
青
年
団
の
人
権
研
修
の
折
に
、
是
非
、
今
回
の

講
演
で
使
用
さ
れ

た
資
料
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
。」
と

い
っ
た
人
権
教
育

に
前
向
き
な
意
見

も
あ
り
、
参
加
者

全
員
で
「
人
権
感

覚
」
に
つ
い
て
考

え
る
素
晴
ら
し
い

研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

ロコチェック
① 片足立ちで靴下をはけない
② 横断歩道を青信号で渡りきれない
③ 階段を上がるのに手すりが必要
④ 家の中でつまずいたり滑ったりする
⑤ １５分くらい続けて歩くことができない

高齢者学級計画表
日程 内容

２回目 　９月２２日 史跡めぐり講座
３回日 １０月３１日 文化・芸術体感講座
４回目 １１月２２日 お楽しみ企画
５回目 　２月１４日 ふれあい講座
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平
成
22
年
８
月
１
日
付
け
で
３
名
の
方
々
が

勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
山
前
村
長
は
、
２
期
８
年
、
村
民
所
得
の

向
上
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
特
産
品
開
発
、
情

報
通
信
施
設
の
整
備
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
分

野
で
山
江
村
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
野
上
前
副
村
長
は
、
熊
本
県
庁
勤
務
で
培

わ
れ
た
政
策
能
力
と
人
脈
の
広
さ
を
山
江
村
の

た
め
に
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
特
に

企
業
誘
致
と
職
員
の
意
識
改
革
等
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

古
賀
前
教
育
長
は
、
文
武
両
道
の
精
神
に
基

づ
き
、
学
力
向
上
と
部
活
動
を
は
じ
め
と
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学

習
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
生
活
の
向
上
と
山
江
村
発
展
の
た
め
、

本
村
行
政
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
右
か
ら

・
古　

賀　

宗　

博
（
前
教
育
長
）

・
内　

山　

慶　

治
（
前
村
長
）

・
小
野
上　

典　

明
（
前
副
村
長
）

携
帯
電
話
エ
リ
ア
拡
大

携
帯
電
話
エ
リ
ア
拡
大
! !! !

　

山
間
地
域
の
情
報
格
差
を
是
正
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
利
便
性
の
向
上
及

び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

事
故
・
事
件
等
の
不
測
の
事
態
に
お
け
る
緊

急
連
絡
手
段
を
確
保
し
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、
山
江
村
移
動
通
信
用

施
設
整
備
事
業
い
わ
ゆ
る
携
帯
電
話
用
基
地

局
の
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
採
算
が
取
れ
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
民
間
事
業
者
だ
け
で
は
携
帯
電
話

の
エ
リ
ア
拡
大
が
見
込
め
な
い
地
域
を
対
象

に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
と
民
間
事
業
者
が

協
働
し
て
そ
の
課
題
を
解
消
す
る
事
業
で
す
。

（
た
だ
し
、
す
べ
て
の
携
帯
電
話
が
利
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
事
業
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
参
画
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
形
式
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
さ
れ
ま

す
。）

　

今
回
は
、
下
払
、
高
触
、
椎
谷
、
尾
崎
、

山
田
大
川
内
、
尾
寄
崎
、
水
無
、
熊
の
原
、

万
江
大
川
内
の
９
基
地
局
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

工
事
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
工
事
車
両
の

通
行
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
期
は
10
月
29
日
ま
で
。

『
あ
い
さ
つ
』
で
勝
負
す
る
熱
い
講
演

『
あ
い
さ
つ
』
で
勝
負
す
る
熱
い
講
演
! !! !

〜
〝
地
域
で
と
り
く
む
子
育
て
〞
に
向
け

〜
〝
地
域
で
と
り
く
む
子
育
て
〞
に
向
け

山
江
村
青
少
年
育
成
村
民
合
同
会
議
開
催
〜

山
江
村
青
少
年
育
成
村
民
合
同
会
議
開
催
〜

　

平
成
22
年
８
月
６
日
（
金
）、
山
江
村
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
て
、
平
成
22
年
度
山
江

村
青
少
年
育
成
村
民
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
会
議
は
、
山
江
村
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
を
地
域
全
体
で
考
え
、

共
通
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
村
内

に
お
け
る
教
育
関
係
者
・
学
校
関
係
者
・
各
団
体
長
・

公
民
分
館
長
・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
青
少
年
補
導

委
員
な
ど
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、「
今
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
〜
子
ど
も

を
孤
独
・
孤
立
か
ら
守
る
親
の
か
か
わ
り
、
地
域
の

か
か
わ
り
〜
」
と
題
し
て
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大

学
客
員
教
授
の
大
畑
誠
也
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ミ
カ
ル
に
話
さ
れ
る
内
容
に
、
参
加
者

も
楽
し
く
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
講
演
の
中

で
、「
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
は
他
者
を
認
め
る
こ

と
。
そ
し
て
、
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
。」「
親
・

家
族
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
人
は
全
て
の
人
間
関
係
が

う
ま
く
い
く
。」
ま
た
、「
家
族
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
の

朝
ご
は
ん
の
時
間
は
、
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
に

も
つ
な
が
る
。」
な
ど
、「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」「
朝

ご
は
ん
の
必
要
性
」
な
ど
、
再
認
識
す
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
山
江
村

駐
在
所
の
平
野
所
長
よ

り
管
内
に
お
け
る
少
年

を
取
り
巻
く
現
状
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
く
な

ど
、
今
後
の
山
江
村
に

お
け
る
青
少
年
育
成
を

考
え
て
い
く
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

退
職
者
紹
介

退
職
者
紹
介

未
来
に
つ
な
げ
よ
う
山
江
の
緑

未
来
に
つ
な
げ
よ
う
山
江
の
緑

〜
「
や
ま
え
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
下
刈
活
動
〜

〜
「
や
ま
え
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
下
刈
活
動
〜

　

平
成
22
年
８
月
21
日
（
土
）
に
南
稜
高
校
、
山
江
林
研
ク

ラ
ブ
、
山
江
村
森
林
組
合
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
な
ど
、
約
１
４
０
名
が
参
加
し
て
、
丸
岡
公

園
で
「
や
ま
え
水
源
の
森
づ
く
り
」
下
刈
り
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
山
江
林

研
ク
ラ
ブ
や
山
江
村
森
林
組
合
の
指
導
の
下
、
造
林
が
ま
で

大
き
く
伸
び
た
カ
ヤ
な
ど
を
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
午
後
か
ら
は
、
万
江
川
木
の
ふ
れ
あ
い
館
周
辺
で
川

遊
び
を
行
い
、
森
林
の
恵
み
万
江
川
の
清
流
を
満
喫
し
ま
し

た
。
今
後
も
間
伐
や
植
樹
作
業
の
計
画
が
あ
り
、
身
近
に
で

き
る
環
境
保
全
活
動
と
し
て
の
「
や
ま
え
水
源
の
森
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
ご
理
解
と
多
く
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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「
河
川
功
労
者
表
彰
」
受
賞
伝
達
式

「
河
川
功
労
者
表
彰
」
受
賞
伝
達
式

　

第
52
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
８
日

に
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
の
駅
で
行
わ

れ
、
15
組
の
ご
夫
婦
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
熊
日
か
ら
の
表
彰
状
伝
達
、

村
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
の
後
、
熊
日
事
業

局
長
と
村
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
最
後
に

受
賞
者
を
代
表
し
て
、

昱
雄
さ
ん
が

「
互
い
に
尊
敬
し
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
人

生
を
楽
し
く
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

二
人
で
、
こ
の
緑
豊
か
で
人
情
の
厚
い

山
江
村
で
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
幾
久
し
く
夫
婦
仲
良
く
、
す

ば
ら
し
い
人
生
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

《
第
52
回
山
江
村
金
婚
夫
婦
表
彰
者
》

◎
松
本　

正
、
千
惠
子　
　
　
（
１
区
）

◎
丸
山　

悟
、
ス
エ
子　
　
　
（
２
区
）

◎
吉
田　

九
十
已
、
フ
ジ
子　
（
２
区
）

◎
原
田　

正
憲
、
勝
子　
　
　
（
３
区
）

◎
村
内　

長
一
郎
、
京
子　
　
（
３
区
）

◎
宮
原　

照
、
須
磨
子　
　
　
（
５
区
）

◎
中
村　

邦
博
、
カ
ツ
子　
　
（
５
区
）

◎
瀨
口　

秋
夫
、
里
子　
　
　
（
８
区
）

◎
　

昱
雄
、
ミ
ツ
ヨ　
　
　
（
11
区
）

◎
帶
田　

義
則
、
ス
ミ
エ　
　
（
12
区
）

◎
田
代　

鉄
見
、
ツ
ル
エ　
　
（
14
区
）

◎
豊
永　

泰
治
、
ト
ミ
エ　
　
（
14
区
）

◎
渡
瀬　

美
明
、
ハ
ツ
エ　
　
（
14
区
）

◎
竹
口　

六
男
、
邦
代　
　
　
（
15
区
）

◎

田　

長
壽
、
ミ
ツ
ミ　
　
（
16
区
）

　

平
成
22
年
８
月
25
日
（
木
）、
球
磨
地
域
振

興
局
に
お
い
て
「
河
川
功
労
者
表
彰
」
受
賞

伝
達
式
が
行
わ
れ
、「
合
戦
峰
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
社
団
法
人
日
本
河
川
協
会
が
、

親
し
み
や
す
い
河
川
環
境
の
整
備
及
び
河
川
環

境
の
美
化
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
全
国

の
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
合
戦
峰
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

合
戦
峰
地
区
を
流
れ
る
山
田
川
（
一
級
河
川
球

磨
川
水
系
）
の
除
草
作
業
や
ゴ
ミ
拾
い
、
植
栽

活
動
を
12
年
程
前
か
ら
積
極
的
（
継
続
的
）
に

行
っ
て
お
り
、
河
川
の
環
境
整
備
・
美
化
活
動

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

表
彰
伝
達
式
に
参
加
さ
れ
た
合
戦
峰
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
代
表
の
増
木
武
夫
さ
ん
は
、「
今
回
あ

り
が
た
い
賞
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
受
賞
を

と
お
し
て
山

江
村
で
も
っ

と
活
発
に
河

川
の
美
化
活

動
が
広
が
っ

て
い
け
ば
い

い
と
思
う
。」

と
受
賞
の
喜

び
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

山
江
村
消
防
団
第
７
分
団
が
出
場

山
江
村
消
防
団
第
７
分
団
が
出
場

〜
第
〜
第
2727
回
球
磨
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
〜

回
球
磨
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
〜

祝　

金
婚
夫
婦
表
彰

祝　

金
婚
夫
婦
表
彰

　
　
　
　

〜
と
も
に
歩
ん
だ

　
　
　
　

〜
と
も
に
歩
ん
だ
5050
年
〜
年
〜

　

平
成
22
年
７
月
25
日
（
日
）
錦
町
で
球
磨
郡

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
27
回
を
数
え
る
こ
の
大
会
は
、
競
技
種
目

と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
と
ポ
ン
プ
車
の

部
が
あ
り
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
山
江
村

の
代
表
と
し
て
第
７
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
天
気
も
よ
く
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は
、
球
磨

郡
９
町
村
か
ら
各
１
チ
ー
ム
の
９
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
７
分
団
は
、

２
番
目
に
出
場
し

ま
し
た
。
ど
の
チ

ー
ム
も
各
町
村
か

ら
選
抜
さ
れ
た
分

団
と
あ
り
、
動
作
、

迅
速
性
な
ど
レ
ベ

ル
が
高
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
７
分
団
は
、
健
闘
し
た
も
の
の

第
８
位
、
優
勝
は
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
、
2
位

に
錦
町
消
防
団
、
3
位
に
球
磨
村
消
防
団
が
入

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
車
の
部
は
多
良

木
町
消
防
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
大
会
出
場
に
向
け
練
習
を
重
ね
て

き
た
第
７
分
団
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
職

員
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
後
援
会
を
始
め
各

関
係
者
の
方
々
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
出
場
者
は
次
の
と
お
り

第
７
分
団　

　

分
団
長　
　
　

村　

山　

良　

一

　

指
揮
者　
　
　

横　

山　

茂　

生

　

１
番
員　
　
　

谷　

口　

寿　

一

　

２
番
員　
　
　

横　

山　

幸　

生

　

３
番
員　
　
　

川　

内　

孝　

之

山江温泉ほたるでの祝賀会の様子
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村
内
に
は
幾
つ
か
の
作
物
が
作
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ

と
エ
ゴ
マ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
生
育
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ト
ウ
ガ
ラ
シ
】

　

本
村
で
は
ト
ウ

ガ
ラ
シ
の
苗
づ
く

り
、
定
植
が
４
月

の
後
半
か
ら
５
月

に
か
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

苗
づ
く
り
か
ら

始
め
た
農
家
は
芽

が
な
か
な
か
出
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
先
行
き
が
不
安
で
し

た
が
、
各
農
家
の
試
行
錯
誤
の
結
果
、
ど

の
農
家
も
無
事
に
芽
が
出
て
定
植
に
至
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
葉
が
生
い
茂
り
、
実
が
赤
く

な
っ
て
き
た
ホ
場
も
あ
り
ま
す
。
収
穫
適

期
は
実
が
８
割
か
ら
９
割
程
度
に
な
っ
た

頃
と
い
う
こ
と
で
、
収
穫
を
始
め
て
い
る

農
家
も
あ
り
ま
す
。

　

農
家
と
村
が
協
力
し
て
作
る
ト
ウ
ガ
ラ

シ
は
今
回
が
初
め
て
の
た
め
、
土
作
り
・

追
肥
・
排
水
な
ど
栽
培
に
関
す
る
情
報
が

不
足
し
、
反
省
点
ば
か
り
と
い
っ
た
状
況

で
す
が
、
最
後
の
出
荷
ま
で
、
農
家
と
協

力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
エ
ゴ
マ
】

　

今
年
も
エ
ゴ
マ
が
ス
ク
ス
ク
と
葉
を
揺

ら
す
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ゴ
マ
は
６
月
か
ら
７
月
上
旬
に
種
を

ま
き
、
苗
を
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
移
植

し
ま
す
。
現
在
は
、
空
に
向
か
っ
て
一
直

線
に
伸
び
、
手
の
平
ほ
ど
の
大
き
さ
の
葉

は
風
の
波
に
合
わ
せ
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

葉
を
揺
ら
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
農
家
の

栽
培
技
術
は

向
上
し
昨
年

よ
り
も
さ
ら

に
大
き
く
、

順
調
な
育
ち

具
合
で
す
。

　

エ
ゴ
マ
は

豊
富
に
含
む

α‒

リ
ノ
レ

ン
サ
ン
を
武

器
に
健
康
食

品
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
作
物
で
す
。
現
在
ま
で
は
、

エ
ゴ
マ
油
と
し
て
の
み
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
へ

も
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
更
に
エ

ゴ
マ
の
道
が
開
か
れ
て
き
て
い
ま
す
。

※
α‒

リ
ノ
レ
ン
サ
ン

　

血
液
の
流
れ
を
よ
く
す
る
働
き
が
あ
り
、
ガ
ン
細

胞
の
増
殖
・
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
抑
制
な
ど
健
康
に

良
い
も
の
と
し
て
今
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　今年で第４回目となります山江村文化協会主催の「山
江村文化祭」を下記の日程で開催します。今年も、歌
や踊りなどの舞台発表に、感性を磨く展示物など、盛
りだくさんの内容の２日間です。ぜひ、ご近所お誘い
合わせの上、お立ち寄りください。みなさまのお越し
をお待ちしております。
開催日
展示部門　平成22年 10月 30日（土）正午～
　　　　　　　　　　　　　31日（日）正午まで
　　　　　（30日は 19時まで開館）
舞台部門　平成22年 10月 31日（日）９時～
　　　　　正午終了予定
開催場所　山江村体育館

　山鹿市に在る県立装飾古墳館は、人吉インター
から車で１時間 40 分のところにあります。この施
設では、古墳時代の歴史について学べるほか、古
代体験学習もでき、多くの方の生涯学習の場とし
て利用されています。このような、参加体験型施
設は県内でも数が少なく、利用者等の要望に応じ
た各種の体験教室（定期体験教室・一般体験教室・
移動体権教室など）も実施しています。しかしなが
ら、山鹿市までは遠くて行けない。でも、古代体

験学習をしたいとい
う方もいらっしゃる
でしょう。そんな方
のために山江村歴史
民俗資料館でも、職
員の指導もと、「勾玉
作り体験教室」を行
う予定です。開催時
は是非ご参加下さい。

作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

第４回第４回
山江村文化祭のご案内山江村文化祭のご案内

山江村歴史民俗資料館版

家屋評価について（お願い）
　平成 22 年 1 月 1 日以降に新築・増改築さ
れた方（昨年から建築をはじめられて平成
22 年 1 月 1 日以降に完成された方も含みま
す。）につきましては、家屋評価を実施しな
ければなりません。
　各区長様にも調査依頼をお願いいたしま
すが、新築・増改築された方につきまして
も役場税務課へご一報いただければ大変助
かりますので、ご協力お願いします。
　尚、家屋評価の実施につきましては日程
調整のうえ、各個人の方へ通知を行います。
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インターネットTV「やまえ村民てれび」　検索　http://ystv.vill.yamae.lg.jp/
「やまえ村民てれび」は、「マロンてれび」の協力によりVTRの取材・収録・編集を行っています。
みなさんの世界へ向けて発信したい情報、お待ちしております。　

山江村を全世界に動画で発信するインターネットTV番組｢やまえ村民てれび｣
その中でお伝えしている内容の一部を掲載します。

マロンてれび9月号

～ ～～ ～

お問い合わせ　やまえ村民てれび管理者　山江村役場産業情報課企画情報センター係　℡0966-23-3112

東浦臼太鼓
　伝統芸能である東浦の臼太鼓踊
り。新しく新人さんも加入され、これか
らの活躍が期待されます。

オープニング
　今月号は山田東浦地区の公民館よ
りお届けします。たくさんのゲストに囲
まれ賑やかな収録となりました。

元気な高齢者インタビュー
　今回で５回目となる元気な高齢者イ
ンタビュー。山田一丸地区の「中竹道
子」さんへインタビューを行いました。

球磨弁講座
　毎回お送りしています球磨弁講座。
今月は「ぬさん」です。『今年の夏は暑
くてぬさんじゃったな～』

10月号配信予定…　・熊本学園大学「情報班」　　　  ・熊本学園大学「福祉班」
　　　　　　　　　  ・元気な高齢者インタビュー　　・球磨弁講座
※マロンてれびの収録番組をケーブルテレビに掲載しています。
　「私達の活動を紹介したい」と希望される団体・グループ等がありましたら是非ご連絡ください。一緒に番組を作りませんか？

※

配
信
予
定
の
事
例
は
諸
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ケーブルテレビからのお知らせケーブルテレビからのお知らせ

　まろんチャンネル ( 山江村自主放送 ) で放送した映
像を、ＤＶＤに保存されたいという方のご要望にお
応えして、ダビングを受け付けます。手数料は下記
のとおりです。
　ダビング手数料（ＤＶＤ１枚につき）
　※ＤＶＤビデオ形式（SD画質）となります

ダビング時間 手数料

３分まで ７００円

１０分まで １，０００円

３０分まで ２，０００円

（DVDメディアはケーブルテレビで用意いたします。）

インターネットの環境設定サービス
を始めました
　このたび、委託業者によるパソコンインターネッ
トの設定サービスを開始しました。サポートは有料
（4,200 円～）となります。希望される方は、申込用紙
がありますのでケーブルテレビセンターまでご連絡く
ださい。

●ケーブルテレビでのお困りごとや、
ご相談ごとは
　お気軽にケーブルテレビセンター
までお尋ねください。

まろんチャンネルのＤＶＤダビングを受け付けます

番組へのご意見やご要望、取材依頼などを随時お受けしています。

詳しくは、ケーブルテレビセンターにご相談ください
ケーブルテレビセンター　　ＴＥＬ ２２－８８０８
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ ２２－８８１８
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第60回郡民体育祭＆第65回熊本県民体育祭
　５月から７月にかけて第60回球磨郡民体育祭が開催され、熱い戦いが繰り広げられました。本村からも17
種目に参加しており、各種目において、山江村の代表として全力を尽くしました。
　全体の成績として、山江村は第６位（全９町村）という結果でした。応援に駆け付けていただいた皆様、大
変有難うございました。
　主な結果は次のとおりです。

☆  第 60回郡民体育祭結果  ☆

また、９月に行われる県民体育祭には、球磨郡の代表選手（監督）として、以下の方々が出場されます。

☆  第 65回熊本県民体育祭  
９月18日（土）、19日（日）　荒尾地域内各会場で開催

競　技　名 競技開始日時 会　　　　場 選手（監督）名18日 19日

水 泳 13：20 8：30 荒尾市市民プール 毎床　哲哉・田村　絋世
嶽森　　昇

卓 球 11：30 9：00 長洲町町立長洲中学校体育館 宮原　　徹・勝原　聖美
豊永　有加

バ ド ミ ン ト ン 11：00 9：00 熊本県立荒尾高等学校
　　　　第 1・第 2体育館

横山　浩之・横山　理恵
前田　由美・村坂亜利紗
前田　砂織

バスケットボール 10：00 9：00 荒尾市立荒尾海陽中学校体育館
長洲町立腹栄中学校体育館 深水　隆雄

ボ ウ リ ン グ 12：00 9：00 パスカワールドグリーンランド店 日熊　正守

テ ニ ス 9：00 9：00 荒尾運動公園庭球場
長洲町総合スポーツセンターテニスコート 𠮷村　良次

ゲ ー ト ボ ー ル 13：30 9：00 荒尾運動公園ゲートボール場 内田　良種
内田　綾子

ク レ ー 射 撃 9：00 9：00 熊本県総合射撃場 横山　　守
グラウンドゴルフ 13：30 9：00 南関町　ホテルセキア天空ガーデン 上村　一郎

計 18名

《団体競技の部》
ソフトボール女子 ３位
卓球 ２位
バドミントン女子 ２位
バレーボール女子 ３位
バスケットボール男子 ３位
ボウリング ３位
クレー射撃 ２位

《個人・ペアの部》
剣　　　道 参段以下　３位 宮田　将臣
ボウリング ３位 日熊　正守
クレー射撃 ３位 横山　　守

卓　　　球：
一般男子 ３位 宮原　　徹
男子60才代 優勝 西　　政明
一般女子 ３位 豊永　有加
女子40才代 優勝 勝原　聖美

バドミントン：
男子30～ 40才代ペア ２位 横山（山）・大無田（球）
女子29才以下ペア 優勝 村坂（山）・前田（山）
女子40才以上ぺア 優勝 前田（山）・森下（あ）
　　　　〃 ３位 廣田（山）・米田（錦）

水泳男子：
25才未満 50ｍ自由形 ３位 橋本　健二
25歳以上 25ｍ平泳 優勝 嶽森　　昇
　　　　〃 ３位 土屋　孝広
35才以上 25ｍ背泳 ２位 四元　竜一
35才以上 25ｍバタフライ 優勝 毎床　哲哉
35才以上 50ｍバタフライ ２位 毎床　哲哉
65才以上 50ｍ自由形 優勝 田村　絋世
35才以上メドレーリレー 優勝

水泳女子：
25才未満 25ｍ背泳 ２位 横谷　美晴
25才未満 25ｍ平泳 ２位 小崎由紀恵
25才未満 50ｍ平泳 ２位 小崎由紀恵
25才以上 25ｍ平泳 優勝 一川　香奈
　　　　〃 ２位 横谷　美晴
　　　　〃 ３位 小崎　麗子
25才以上 50ｍ平泳 ２位 一川　香奈

陸上競技：
29才以下 200ｍ男子 ３位 宮田　裕史
29才以下 1500ｍ男子 ３位 森田　好起
30～ 39才以下 100ｍ男子 ２位 中村　　潤
50～ 59才以下 1500ｍ男子 ３位 片岡　良一
29才以下 800ｍ R男子 ３位
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国民健康保険からのお知らせ
10月23日から10月26日は特定健診が実施されます。
特定健診を受診して自分の体をチェックしましょう。
特定健診では通常の基本的な健診項目に加え山江村独
自での健診項目を追加しています。
追加項目の中身は次のとおりです。
・ヘモグロビンA1c・血清クレアチニン・血清尿酸・
尿潜血・理学的検査（視診、打聴診、触診）・基本
チェックリスト・反復唾液嚥下テスト・アルブミン
検査・貧血検査（赤血球、血色素量、ヘマトクリッ
ト値）・心電図検査
気になるポイント
○ヘモグロビンA1c
・血管内の余分なブドウ糖が体内のヘモグロビン（赤
血球の蛋白）と結合してできるグリコヘモグロビン
の中にヘモグロビンA1cという種類があります。赤
血球は約4ヶ月の間体内を隅々まで酸素を運びなが
ら余分なブドウ糖と結びつきます。つまり、高血糖
な状態ほどヘモグロビンA1cが多くなります。ヘモ
グロビンA1cの値で１～２ヶ月前の血糖の状態を推
定できます。正常値は4.3～5.8で6.5以上であれば糖
尿病の疑いがあります。

○血清クレアチニン
・筋肉を動かす際にクレアチニンという物質が作られ
ます。

　クレアチニンは血液を介して腎臓から尿中にすべて
排出されます。しかし、腎臓の働きが悪くなるとク
レアチニンが排出されず体内に蓄積され、血液に再
吸収されます。このため、クレアチニンの血中濃度
の値により腎臓の状態を測ることができます。腎臓
の機能が正常の20～30％以下になると腎不全の病態
となり、5～10％以下になると人工透析の準備が必
要となります。

　これらの健診を自費で受診する場合は8,620円かか
りますが、山江村国保特定健診では70歳未満の方は
1,000円、70歳以上の方は800円で受診することが出来
ます。この機会に是非、お得に受診しましょう。
※40歳～74歳の国保以外の方は健診項目や自己負担額
が異なりますので、加入している保険者にお尋ねく
ださい。受診する場合は受診券が必要となります。
また、加入している保険によっては受診できない場
合がありますので必ずご確認ください。

地域包括支援センターたより
　いつまでも元気でいていただくためには「介護予防」が大切です !!　今回は、「運動」についてです。

筋肉・骨・関節の機能低下に気づきましょう
　筋肉・骨・関節を使わないでいると、衰えが著しく進んでいきます。
　加齢とともに不足しがちになる運動量に注意して、衰えを食い止めましょう。

衰弱の悪循環で要介護状態へ

　　　　　　①筋力がおちる　　　　　　　　　　　　　　　②歩くこともおっくうになる

　　　　　　③外出の機会が減る　　　　　　　　　　　　　④食欲が落ちる

　　　　　　⑤筋肉がさらに減る　　　　　　　　　　　　　⑥体力が落ちてかぜなどをひきやすくなる

　　　　　　⑦転倒して骨折する　　　　　　　　　　　　　⑧安静のため横になる時間が多くなる

　　　　　　⑨衰弱が進む

筋肉・骨・関節は何歳からでも向上する！？
　高齢者の筋肉・骨・関節の衰えは、主に使わないことで「からだがなまった」ために起こるものです。
　90歳以上であっても活発にからだを動かせば、機能は向上していきます。
　老化現象にチャレンジする意気込みで運動して、若い心身を取り戻しましょう。
　困ったり、悩んだときは一人で悩まずご相談ください。☎２３－２２３２　担当：山浦・蕨野・迫田

運動する時間が減った

寝たきりなど要介護状態へ

多　

運
動
量　

少

多　

運
動
量　

少
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身体と行動に頼ってみよう
　暑さもだいぶ和らぎ、過ごしやすい季節になって
きましたね。
　ホッとできるこの時期は、夏の疲れが出やすく、
実は体調を崩しやすい時期でもあります。
身体的には負担の少ない季節のはずなのに不思議で
すね。こんな時期は、ちょっとしたことでも心が折
れそうになるのではないでしょうか。 
　みなさんは、どんな時に、心が折れそうだと感じ
ますか？
　「頑張っても、頑張っても、評価されないとき」
「怒られたとき」「自分の意見が通らないとき」
「自分の存在を大切にしてもらえない時」
　人によって様々な場合が考えられますが、多くの
人は「私を認めて欲しい！」という欲求が満たされ
ないとき、心が折れてしまいそうと感じるようで
す。そして、最近では、ちょっとしたことでもそう
感じてしまう人の割合が高まっているそうです。
　そこには、自己肯定感の低下が関係していると言
われています。「これでいい、大丈夫」と自分で自
分を認める力が弱まっているので、常に他者の承認
を求めなければいられず、承認が得られないと、自
分自身を否定されているような感覚に陥ってしま
い、不安になってしまうのです。

折れにくい心を作るには
　では、どうしたら「自分は大丈夫！」と思える、
折れにくい心を作ることができるのでしょうか。目
に見えず、形のない心の問題ですから、弱っている
心で折れそうな心を支えることは難しいですね。

　そんなとき、身体感覚に注目することが一つの方
法だと言われています。
　モヤモヤっとする感情をひとまず置いて、自分に
とって楽な体勢、姿勢をとってみる。「こうすると
気持ちがいい」と感じられるように身体を動かした
り、気持ちがシャキッとするように背筋を伸ばして
みたりして、その感覚に浸ってみる。例えば、ヨガ
などはこの代表的な方法といえるそうです。姿勢と
呼吸を整えることで、本来の自分の状態を取り戻す
のです。
　また、「これをすると調子がいい！」という行動
を見つけることも、大丈夫と思えるようになるため
に有効です。何でもいいのです。例えば・・・、
・仕事終わりに、一杯のコーヒーを飲むとホッとで
きる。

・朝、軽くストレッチをすると調子がいい。
・身体をたたくと元気が出る。
・腹八分目で過ごすと、身体が軽く動きやすい。　
など。

　このようなことを見つけたら、出来る限りそれを
続けていくことが大切です。続けることで、これを
したのだから大丈夫！という自信が増していきま
す。もちろん、それをしても大丈夫と感じられない
日もあるかもしれません。けれども、「これをした
のだから、もう大丈夫。これ以上悪くならない」と
自分に言い聞かせることが出来るはずです。 
　自分の心で自分自身を支えられないときは、身体
の感覚や、日々の行動を支えにしていきましょう。 

参考文献：齋藤　孝　「折れない心の作り方」

折れそうな心の支え方

介護保険制度シリーズ（63）
認知症　自己診断カルテ（あなたの日常生活を診断してみましょう!!）
チェック項目
① 同じことを何度も言ったり、聞いたりするようになった。 □
② 慣れているところで、道に迷うようになった。 □
③ 財布を盗まれたと言って騒ぐようになった。 □
④ 以前よりだらしなくなった。 □
⑤ 夜中に急に起きだして騒ぐようになった。 □
⑥ 置き忘れや、しまい忘れが目立つようになった。 □
⑦ 計算の間違いが多くなった。 □
⑧ 物の名前が出てこなくなった。 □
⑨ ささいなことで怒りっぽくなった。 □
⑩ 時間や日付が不確かになった。 □
⑪ 蛇口やガス栓の閉め忘れが目立つようになった。 □
⑫ 以前は日課としてやっていたことをしなくなった。 □
⑬ 以前にはあった関心や興味が失われた。 □
⑭ 以前よりもひどく疑い深くなった。 □
⑮ 薬の管理ができなくなった。 □
⑯ テレビドラマの内容が理解できなくなった。 □

　熊本県では蒲島知事が率先して
認知症対策を積極的に推進してい
ます。
　「認知症」に関する悩みや心配事
がありましたら、まずは、ご相談く
ださい。
☆認知症ほっとコール
　０９６－３５５－１７５５
　水曜日以外の毎日
　（午前９時～午後６時まで）

　介護保険について不明な点等が
ございましたら、健康福祉課福祉
係（２３－３９７８）までご連絡下
さい。
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住民健診のお知らせ

女性特有のがん検診のお知らせ

　住民健診（集団健診）の時期が近づいてきました。生活習慣病予防、病気の早期発見のため、健診は１年に
１回受けましょう。
　次の日程で実施しますので、申し込まれた方は受診されますようお知らせします。また混雑を避けるため、
各地区で受付時間が決まっています。受付時間は必ず守ってください。

期　　日 行 政 区 受　付　時　間 場　　　所

10月 23日
（土曜日）

4 午前　７時３０分～午前　８時３０分

福祉保健センター「健康の駅」
1 午前　８時３０分～午前　９時３０分
2 午前　９時３０分～午前１０時３０分
3 午前１０時３０分～午前１１時３０分

10月 24日
（日曜日）

16 午前　７時３０分～午前　８時３０分

福祉保健センター「健康の駅」
13 午前　８時３０分～午前　９時３０分
14 午前　９時３０分～午前１０時３０分
15 午前１０時３０分～午前１１時３０分

10月 25日
（月曜日）

8 午前　７時３０分～午前　８時３０分

福祉保健センター「健康の駅」
5 午前　８時３０分～午前　９時３０分
6 午前　９時３０分～午前１０時３０分
7 午前１０時３０分～午前１１時３０分

10月 26日
（火曜日）

12 午前　７時３０分～午前　８時３０分

福祉保健センター「健康の駅」
9 午前　８時３０分～午前　９時３０分
10 午前　９時３０分～午前１０時３０分
11 午前１０時３０分～午前１１時３０分

住民健診の内容：特定健診、後期高齢者健診、リフレッシュ健診、各種がん検診（肺がん・大腸がん・乳が
ん・子宮がん・前立腺がん・腹部超音波・骨粗しょう症・肝炎ウイルス検査）

※申し込まれていない方でも検診を受診することができます。

【 子宮頸がん検診 】

年度末年齢 生年月日

２１歳 平成　元年４月２日　～　平成　２年４月１日

２６歳 昭和５９年４月２日　～　昭和６０年４月１日

３１歳 昭和５４年４月２日　～　昭和５５年４月１日

３６歳 昭和４９年４月２日　～　昭和５０年４月１日

４１歳 昭和４４年４月２日　～　昭和４５年４月１日

【 乳がん検診（マンモグラフィ）のみ 】

年度末年齢 生年月日

４１歳 昭和４４年４月２日　～　昭和４５年４月１日

４６歳 昭和３９年４月２日　～　昭和４０年４月１日

５１歳 昭和３４年４月２日　～　昭和３５年４月１日

５６歳 昭和２９年４月２日　～　昭和３０年４月１日

６１歳 昭和２４年４月２日　～　昭和２５年４月１日

　今年度、子宮頸がん・乳がん（マンモグラフィのみ）検診を無料で実施いたします。対象となる方は下記の
通りです。該当される方については、８月末に通知と併せて検診無料クーポン券、検診手帳を配布しています。
無料検診の対象者の皆様は、ぜひ検診を受診してください。
　なお、配布している無料クーポン券は、村が行う検診でのみ使用いただけます。職場でのがん検診や個人で
受診される人間ドック等では使用できませんので、ご注意ください。

無料検診対象者

　【　問い合わせ先　】いずれも山江村役場健康福祉課保健衛生係　電話２４－１７００
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赤い羽根共同募金が始まります。
　本年度も、１０月１日より全国一斉に、住民相互のたすけ
あいを基調とし、地域福祉の推進を目的として、だれもが住
み慣れた地域で安心して暮らすことができるように、福祉活
動の支援ため共同募金運動が展開されます。
　共同募金会山江村分会におきましても、各区長さんを通じ

て村民の皆様に募金のお願いをいたしま
すので、ご協力いただきますようお願い申
し上げます。

環境いろはカルタ紹介
　「人吉球磨環境協議会」の方たちが、カルタ遊びを通して地球温暖化を考え
るきっかけ作りになればという思いで、「環境カルタ」を作成されました。
　前回に続き紹介します。

◎かるたのイラストは、熊本県立球磨工業高校美術部の学生によるものです。

ね
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
で　

Ｃ
Ｏ
２　

減
ら
そ
う
よ

む
無
理
を
せ
ず　

楽
し
く
や
ろ
う
よ　

エ
コ
ロ
ジ
ー

な
南
極
の　

氷
が
溶
け
て
る　

ど
う
し
よ
う
？

う
打
ち
水
で　

街
の
温
度
を　

１
℃
下
げ

勘米良　心 (智子 ) 第 13区

立山　彩月 (武史 ) 第 3区

谷川　　聖 (正晃 ) 第 3区

告本　弦汰 (陽章 ) 第 2区

西川　赳司 (和利 ) 第 7区

馬場　俊輔 (和典 ) 第 2区

平橋　柊彩 (典幸 ) 第 9区

深水　悠雅 (丈司 ) 第 2区

藤田　万莉 (雄哉 ) 第 4区

溝上　芭菜 (雅章 ) 第 3区

宮田　葵衣 (文秋 ) 第 2区

山田　吏姫 (信二 ) 第 2区

吉田　和心 (和彦 ) 第 13区

岩崎　雪椿 (和也 ) 第 4区

岩本　大輝 (正弘 ) 第 11区

尾方美和子 (義和 ) 第 11区

樫山　嘉七 (順治 ) 第 4区

桐木　愛月 (康弘 ) 第 10区

坂下虎太朗 (寛幸 ) 第 9区

白川　太一 (満 ) 第 2区

永田侑一郎 (博弥 ) 第 5区

橋本　　悠 (誉 ) 第 14区

半仁田寧央 (真 ) 第 1区

平田　優貴 (貴志 ) 第 9区

前田　章吾 (孝博 ) 第 9区

（敬称略）（あいうえお順）

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達

　今回むし歯があったお子さんは早めに治療をしましょう。

　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければなら
ないむし歯がなかったお子さんです。（治療中の人
を除く）歯みがき ､仕上げ磨き、おやつの工夫など
親子で頑張りました。

２歳児歯科検診（平成22年7月29日実施） １歳６ヶ月児健診（平成22年8月26日）

《献血のお願い》
期　日
　平成 22 年 11 月 17 日（水）
時　間
　午前 10 時から午後４時まで
　（昼を除く）
場　所
福祉保健センター「健康の駅」
その他
　献血をされた方には粗品を
進呈しますので、ご協力よろ
しくお願いします。

たばこ税の税率引き上げについて
　たばこ税法及び地方税法の一部が改正
され、平成 22 年 10 月 1 日からたばこ税
の税率が引き上げられます。税金分の値
上げについては、旧 3級品以外のたばこ
は 1 本あたり 3.5 円、旧 3 級品のたばこ
は 1本あたり 1.662 円引き上げられます。
たばこ全体の値上げとしては 1 箱 20 本
入りで、旧 3 級品以外のたばこが 60 円
～ 140 円程度、旧 3 級品のたばこが 60
円程度の値上がりとなります。
　市町村たばこ税については、たばこの
小売販売店のある市町村に納付されま
す。ぜひ、たばこは村内でお買い求めく
ださい。
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年
９
月
21
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

対 

象 

者　

14
週
か
ら
20
週
ま
で
の
妊
婦
さ
ん

　

対
象
の
方
に
は
、
妊
婦
健
診
の
と
き
説
明
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
（
電

話
２
４

－

１
７
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
法
の
日
」
週
間
の
行
事
に
つ

い
て

　

本
年
も
、
標
記
の
行
事
に
つ
い
て
下
記
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

ご
相
談
の
あ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
．
行
事
名　

無
料
法
律
相
談
会

２
．
日　

時　

10
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

３
．
場　

所　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
　
　

人
吉
支
部

　
　
　
　
　
　

人
吉
市
寺
町
１
番
地

　
　
　
　
　

℡
０
９
６
６

－

２
３

－

４
８
５
５

４
．
相
談
員　

弁
護
士
、
調
停
委
員
、
裁
判
所

　
　
　
　
　
　

及
び
法
務
局
の
職
員

５
．
相
談
内
容　

一
般
法
律
問
題
、家
庭
問
題
、

　
　
　
　
　
　

金
銭
問
題
、
交
通
事
故
問
題
等

平
成
22
年
度
障
害
者
巡
回
相
談

に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
に
よ
り
、
熊
本
県
身
体
障
が
い

者
（
児
）
巡
回
相
談
、
及
び
人
吉
球
磨
地
域
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
ご
相
談
の
あ
る

方
は
予
約
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
機
関　

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所

相
談
内
容

（
１
）
補
装
具
に
関
す
る
相
談
及
び
判
定

　
　
　

（
肢
体
不
自
由
関
係
）

（
２
）
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

　
　
　

る
相
談

日　
　

時　

10
月
13
日
（
水
）
正
午
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
２
時
ま
で

場　
　

所　

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

連　
絡　
先　

山
江
村
役
場
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３

－

３
９
７
８

実
施
機
関　

人
吉
球
磨
地
域
障
害
者
相
談
支
援

　
　
　
　
　

事
業
所

相
談
内
容　

身
体
・
精
神
・
知
的

日　
　

時　

11
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

場　
　

所　

山
江
村
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
健
康
の
駅
）

連　
絡　
先　

山
江
村
役
場
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３

－

３
９
７
８

一定面積以上の土地取引には、届出が必要です
　一定面積以上の土地を売買等したときは、契約後に権利取得者（買主）
が届出をする必要があります。
○届出の必要な取引　　売買、交換、売買予約、譲渡担保、代物弁済等
○届出の必要な
　土地の面積

○届出期限　・契約（予約を含む）締結日から２週間以内（締結日を含
みます。）
○届出窓口　・土地の所在する市町村の国土利用計画法担当課
○お問い合わせ先　・山江村役場総務課　TEL　0966-23-3111
　　　　　　　　　・熊本県企画振興部地域振興課　TEL　096-333-2170

区　　　　　　　域 届出対象面積

都市計画区域 市街化区域 ２，０００㎡以上
上記以外の区域 ５，０００㎡以上

都市計画区域外 １０，０００㎡以上

平
成
22
年
秋
の
行
政
相
談
週
間

平
成
22
年
10
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）

　

平
成
22
年
10
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）ま

で
の
1
週
間
を「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」と
定

め
、全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。行
政
サ
ー
ビ

ス（
窓
口
の
対
応
、道
路
の
管
理
、年
金
、環
境
衛

生
、登
記
な
ど
）に
対
す
る
ご
意
見
、お
悩
み
、お

困
り
の
こ
と
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

・
行
政
相
談
員　

稲
留 

定
則 

氏　

　
　
　
　
　
　
　

℡
２
３

－

４
９
７
４

・
行
政
相
談
委
員
と
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ん
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
見
や
要
望
、

苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
等

を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
機

関
に
対
す
る
通
知
等
の
仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い

ま
す
。
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information

平
成
22
年
国
勢
調
査
を
実

施
し
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
平
成
22
年
10
月
１

日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

調
査
票
に
は
、
あ
な
た
の
世
帯
の

世
帯
員
を
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封

筒
に
入
れ
て
封
を
し
た
上
で
調
査
員

へ
提
出
、
ま
た
は
郵
送
で
提
出
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
平
成
22
年
国
勢
調

査
山
江
村
実
施
本
部
（
山
江
村
役
場

総
務
課
内
）

詳
し
く
は
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
広

報
サ
イ
ト
「
国
勢
調
査
ｅ

－

ガ
イ
ド
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.stat.go.jp/data/

kokusei/2010/kouhou/index.htm

【
学
び
の
駅「
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

ス
ペ
シ
ャ
ル
３
」大
盛
況
に
終
わ
る
！
】

　

８
月
１
日（
日
）、第

１
弾
と
し
て「
ふ
れ
あ

い
陶
芸
教
室
」を
実
施

し
ま
し
た
。25
名
の
参

加
者
が
、上
野
幸
夫
講

師（
山
江
村
文
化
協
会

陶
芸
部
）の
も
と
、世
界

に
た
っ
た
一
つ
の
作
品

を
目
指
し
て
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し

た
。夏
休
み
と
あ
り
、家
族
連
れ
、祖
父
と
孫
、

友
達
同
士
な
ど
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。８
月
24
日
に
は
、作
品
も
焼
き
あ
が
り
、

参
加
者
も
満
足
気
で
し
た
。

　

８
月
８
日（
日
）、第
２
弾
と
し
て「
ふ
れ
あ

い
押
し
花
体
験
教
室
」を
実
施
し
ま
し
た
。串

山
し
づ
こ
先
生
の
指

導
の
も
と
、20
名
の
参

加
者
は
思
い
お
も
い

に
押
し
花
作
品
に
取

り
組
み
、中
に
は
夏
休

み
の
作
品
に
と
大
事

そ
う
に
持
ち
帰
る
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
21
日（
土
）、３
弾
と
し
て
夏
休
み
最

後
の
体
験
教
室
を
飾
る「
ふ
れ
あ
い
昔
の
く

ら
し
と
遊
び
体
験
教
室
」を
実
施
し
、大
人
10

名
、子
ど
も
30
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
の
暮
ら
し
体
験

の
時
間
で
は
、昔
の

暮
ら
し
の
大
変
さ
が

少
し
で
も
伝
わ
れ
ば

と
、洗
濯
桶
・
洗
濯
板
・

石
鹸
を
使
っ
て
の「
洗

濯
」と
、「
七
輪
に
火
お

こ
し
」を
し
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
洗
濯
や
、

ガ
ス
で
は
な
く
マ
ッ
チ

を
使
っ
て
の
火
お
こ
し

に
、参
加
し
た
子
ど
も

達
は「
大
変
だ
あ
。」と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
体
験
後
の
遊

び
体
験
の
時
間
で
は
、

竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
や
、

水
て
っ
ぽ
う
・
お
手
玉
つ

く
り
な
ど
を
体
験
。中
で

も
、水
て
っ
ぽ
う
は
季
節

の
遊
び
と
あ
っ
て
子
ど

も
た
ち
も
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
間
に
は
、は

釜
・
竹
ん
ぽ
で
炊
い
た

ご
飯
に
、七
輪
で
作
っ

た
味
噌
汁
、お
か
ず
に

は
め
ざ
し
と
昔
の
食
も

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。子
ど
も
達
は「
竹
の
器
で
食
べ
る
味
噌

汁
が
お
い
し
い
」「
ご
飯
、何
杯
で
も
食
べ
れ

る
」な
ど
、た
く
さ
ん
お
か
わ
り
し
て
食
べ
て

く
れ
ま
し
た
。エ
ア
コ
ン
な

し
の
暑
い
中
で
の
体
験
教

室
で
し
た
が
、解
散
し
て
も

「
帰
り
た
く
な
い
」と
言
い

出
す
子
ど
も
も
い
て
大
盛

況
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、た
く
さ
ん
の
体
験
教
室
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
体
験
教
室
を
・
・
・
」な
ど
、皆
様
か
ら
の

ご
一
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
２
３
―
３
６
６
５

開
館
時
間　

朝
９
時
〜
夕
方
５
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
便
り

９
月
23
日
頃
よ
り
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
農

林
漁
業
・
商
業
な
ど
の
自
営
業
、
学

生
、
日
本
在
住
の
外
国
人
な
ど
保
険

料
を
個
人
で
納
め
て
い
る
方
）
で
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
納
付
が
免
除
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
免
除
に
は
、
前
年
の
所
得
に
よ

っ
て
全
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
、
半

額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
の
４
種
類
お

よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
が
あ
り
ま
す
。
免
除
期
間
の
保
険
料

は
１
０
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
（
追
納
）
、
将

来
、
満
額
の
年
金
（
よ
り
多
く
の
年

金
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を

受
け
ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
役
場
健
康
福
祉
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３‒

３
９
７
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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暦
の
上
で
は
処
暑
も
迎
え
、
暑
さ
が
お
さ

ま
る
頃
な
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続

き
そ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
暑
さ
の

中
に
も
、
ふ
と
「
秋
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
風
に
な
び
く
稲
穂
、
夜
の
こ
お
ろ

ぎ
の
声
や
流
れ
星
。

　

図
書
室
に
は
、
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
た

貴
重
な
書
籍
類
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
の
日

本
、
そ
し
て
山
江
村

の
歴
史
。
そ
れ
ら
は

自
分
の
歴
史
と
も
重

な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
変
な
時
代
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
子
々
孫
々
に
伝
え
る
と
同
時

に
、
物
の
大
切
さ
を

子
ど
も
達
に
伝
え
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

昔
の
生
活
が
今
は
案

外
「
エ
コ
」
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

最
後
に
、
２
０
１
０

年
は
国
民
読
書
年
で

す
。
読
書
は
人
生
を

豊
か
に
し
ま
す
。
本

に
触
れ
合
う
一
年
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ハートブックデイハートブックデイ
毎週月曜日は毎週月曜日は
心広がる読書の日心広がる読書の日
ひとときを　読書でひとときを　読書で
過ごしましょう過ごしましょう

英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

アレックス先生

～アレックス先生のワンポイントレッスン～

今回は、アメリカでの勤労感謝の日によくある会話です。

今回のワンポイント！は「right around the corner」です。もう間近に来ている。
もうすぐそこまで来ている様子を言うときに使いますね。

　９月といえば、アメリカでは９月の第１月曜日が勤労感謝
の日です。この日は夏休み最後の日。多くの学校が翌日には
新学期を迎えます。アメリカではビーチに行くなど、最後の
休日を楽しんでいる人もいる傍ら、必死に残りの宿題に追わ
れている人もいます。

：Hey, Yamame-kun!  Are you doing anything 

　for Labor Day? 

：Yes, I am.  I thought that I would go to the 

　beach.

：Wow!  That sounds like fun! 

：What about you, Maron-chan? 

：Well, school is right around the corner …

：Do you need to finish your homework?

：Actually, I need to START my homework.

：WHAAAAAAT!?

（ねえ、ヤマメ君！勤労感謝の日は何かするの ?）

（うん。ビーチに行ってみようかと思ってたんだけど。 ）

（わぁ！楽しそう！）

（まろんちゃんはどうするの？）

（う～ん。学校ももうすぐ始まるしねえ・・・）

（宿題終わってないの？）

（それが、今からするんだ）

（な～んだってぇ～！？）

ヘ イ ア ー ユ ー ドゥイン エ ニ シ ン グヤ マ メ － ク ン

フォー

イエス

ビ ー チ

ドゥ ユー ニード（ゥ）トゥフィニッシュ ユ ア ホ ー ム ワ ー ク

アクチュアリーアイニード トゥス タ ー ト マイ ホ ー ム ワ ー ク

ワ ー ー ー ー ー ッ ト

ワ ォ

ワッ（ト）アバウ（トゥ）

ウ ェ ル イズ ラ イ ト アラウンド ザ コ ー ナ ー …ス ク ー ル

ユ ー チ ャ ンマ ロ ン

ザ ッ サ ウ ン ズ ライク ファン

アイ アイ アイ ゴー トゥ ザアム ソウ（トゥ） ザ ッ ウッ（ドゥ）

レーバー デ イ

いかがでしたか？　次回もお楽しみに

ライト　アラウンド　ザ　   コーナー
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人口と世帯
平成22年８月31日現在

各課への直通電話がございます。
域内無料電話も同じ番号です。

山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産 業 情 報 課
企画情報センター
税　 務　 課
健 康 福 祉 課
会　 計 　室
建　 設　 課
議 会 事 務 局
教 育 委員会
歴 史 資 料 館
ケーブルテレビセンター
包括支援センター

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665
22-8808
23-2232

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,870人（＋  1)

　男　　1,823人（＋  2)

　女　　2,047人（－  1)

世帯数　1,240戸（±  0)

た　　びと　　き

　山江の栗は一番最後に美しい
レッテルを上に入って来た。仲買人
達のせりが俄然活発になりはじめ
る。明るい照明灯のもとに利平、丹
沢、筑波などの栗が山江の誇りを
思わせるように輝いて見える。
　十二日に２L級で五千円、Lは三
千九百円位であった。利平は品が
少ないだけに五百円程高値であっ
た。
　仲買人達の山江栗に対する評価は、私達が地元で想像していた以上に好
評であった。
　小さな山江栗が、大阪の市場をまかり通っている感じの山江栗の名声で
ある。　

～記事より抜粋～

食欲の秋
　実りの秋は何を食べても美味しい季節です。今年
は暑い日が続いただけに、疲れもまだまだ残りそう
ですが、秋の恵みに感謝して、夏の疲れをいやし、
元気にそれぞれの秋を満喫しましょう。今回は木の
葉が風で「吹き寄せ」られた様な彩りをあらわした
ご飯をお楽しみください。

１、米は洗って、定量の水につけておく。
２、しめじは根元をきりおとし、さばきながらよく洗う。

人参は0.3ｃｍ厚さのいちょう切りにする。むき栗は
水洗いし、1/4に割っておく。枝豆はさっと塩茹で
し、流水をかけておく。鶏肉は小さめに切る。

３、鶏肉・しめじ・人参を薄口しょうゆ・みりん・酒で
煮る。

４、１の米に栗と３の具を煮汁ごと入れ（米をつけてい
た水から、煮汁分の水量を引いておく）よく混ぜて
炊く。

５、出来上がったら蒸らして枝豆を加え、よく混ぜ合わ
せる。

やまえ広報第49号
（昭和52年10月25日発行）から

日本一の山江栗
大阪市場まかり通る

吹き寄せごはん
★材料（４人分）　　　　　分　量
・米 2合
・しめじ 1/2株
・人参 1/4本
・鶏肉 70ｇ
・薄口しょうゆ 大さじ1と1/2
・みりん 小さじ１
・酒 小さじ１
・栗 50ｇ
・枝豆 30ｇ
・水（煮汁とも） 410㎖

　エネルギー365kcal
　たん白質9.6g
　塩分1.1g
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